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　暑かった夏も過ぎ、さわやかな秋本番となりました。

　　“スポーツの秋″″味覚の秋″といわれるように、体

を動かすにも、味覚を楽しむにも最適の季節です。

　みなさんも「栄養・運動・休養」のバランスを保って、

マイペースで健康・体力づくりにさわやかな汗を流して

みてはいかがですか。
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昭
和
6
3
年
か
ら
平
成
７
年
ま
で
、
８
年
連
続
で
毎
年
実
に
１
万
人
以
上

が
交
通
事
故
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
’
第
２
次
交
通
戦
争
・
で
す
。

　
平
成
６
年
の
夜
間
の
交
通
事
故
件
数
は
、
２
２
１
、
１
４
０
件
。
こ
の

う
ち
死
亡
事
故
件
数
は
、
５
、
６
８
１
件
で
し
た
。
こ
の
年
の
す
べ
て
の

交
通
死
亡
事
故
の
約
６
割
を
、
夜
間
の
交
通
事
故
が
占
め
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
交
通
事
故
千
件
当
た
り
の
死
亡
事
故
率
は
、
昼
間
が
８
・
８
件
な

の
に
、
夜
間
は
2
5
・
７
件
と
昼
間
の
約
３
倍
で
す
。
昭
和
5
4
年
と
比
較
す

る
と
、
夜
間
の
交
通
死
亡
事
故
は
4
2
・
８
％
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
以

上
、
夜
間
の
交
通
事
故
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
ま
た
交
通
事

故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
を
み
て
み
ま
し
よ
う
。

　
夜
間
の
交
通
事
故
で
自
動
車
運
転
中

に
よ
る
事
故
原
因
は
、
ス
ピ
ー
ド
違
反

が
一
番
多
く
、
全
体
の
6
6
％
で
す
。

　
夜
間
の
運
転
は
、
①
視
界
が
狭
く
な

り
、
危
険
を
俳
誌
す
る
の
が
遅
く
な
る

②
気
が
大
き
く
な
っ
て
、
身
勝
手
な
運

◆夜間の運転の特徴◆

転
を
し
が
ち
に
な
る
　
③
暗
闇
で
見
え

る
色
と
見
え
に
く
い
色
が
あ
る
　
①
対

向
車
の
ラ
イ
ト
で
一
瞬
見
え
な
く
な
る

な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

こ
と
を
頭
に
入
れ
て
、
運
転
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

心

視野が狭くなり、危険の確認が遅れる

対向車のライトで一瞬見えなくなる　見える色と見えにくい色がある

　　●歩行者や自転車に乗る人の注意事項●急な横断や急ハンドルはやめよう

午
後
６
時
～
1
0
時
に
多
い
歩
行
中
の
死
亡
事
故

　
夜
間
の
交
通
事
故
の
発
生
状
況
を
み
　
　
全
体
の
約
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

て
み
ま
し
ょ
う
。
一
番
多
い
の
は
自
動
　
　
　
自
動
車
運
転
中
の
死
亡
者
は
、
1
6
～

車
の
運
転
中
で
、
夜
間
の
交
通
死
亡
事
　
　
2
4
歳
の
若
者
が
4
0
・
９
％
を
占
め
、
歩
行

故
の
実
に
4
5
・
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
　
中
は
脱
硫
以
上
の
お
年
寄
り
が
4
6
・
３
％

次
い
で
歩
行
中
（
3
2
・
５
％
）
、
自
動
二
　
　
を
占
め
て
い
ま
す
。
自
動
車
運
転
中
の
死

輪
乗
車
中
、
自
転
車
乗
車
中
、
原
動
機
　
　
亡
事
故
は
、
午
後
６
時
～
午
前
２
時
が
一

付
自
転
車
乗
車
中
と
続
き
ま
す
。
な
ん
　
　
番
多
く
、
歩
行
中
の
死
亡
事
故
は
午
後
６

と
、
自
動
車
運
転
中
と
歩
行
中
だ
け
で
　
　
時
～
1
0
時
に
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
夜
間
に
歩
い
て
い
て
、
交
通
死
亡
事

故
に
道
う
半
数
近
く
が
、
6
5
歳
以
上
の

お
年
寄
り
で
す
。
な
ぜ
、
お
年
寄
り
が

多
い
の
で
し
ょ
う
か
。
事
故
に
道
う
一

番
の
要
素
は
服
装
で
す
。

　
　
「
年
寄
り
だ
か
ら
、
服
装
は
地
味
に

し
な
け
れ
ば
」
「
派
手
な
の
は
ど
う
も
」

と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
や
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
自
分
の
命
を
自
分
自
身

で
守
る
た
め
、
黒
っ
ぼ
い
服
装
を
避
け
、

白
や
黄
色
、
水
色
な
ど
の
明
る
い
色
彩

を
使
っ
た
服
を
着
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
反
射
材
（
車
の
ラ
イ
ト
で

光
る
シ
ー
ル
や
テ
乙
子
を
服
の
前
後

や
わ
き
に
つ
け
れ
ば
、
暗
闇
で
も
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
発
見
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
自
転
車
に
乗
る
人
は
、
夜
道
で
の
急

な
横
断
や
急
ハ
ン
ド
ル
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
さ
ら
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
確
認
で

き
る
よ
う
に
自
転
車
に
反
射
材
を
つ
け

夜
間
の
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
）

反射材をつける目立つ服装にするか反射利をつける　　急な横断、急ハンドルをやめる

２



第
2
1
回
壬
生
町
交
通
安
全
町
民
大
会
を
開
く

　
交
通
事
故
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
町

づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
、
町
総
合
安
全

会
主
催
の
第
2
1
口
壬
生
町
交
通
安
全
町
民

大
会
が
９
月
2
0
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
で

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
交
通
事
故
犠
牲
者
へ
の
黙
と

う
、
主
催
者
清
水
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

交
通
安
《
王
功
労
者
関
係
表
彰
、
交
通
安
全

児
童
か
ら
交
通
指
導
員
・
警
察
官
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た

ポ
ス
タ
ー
・
作
文
入
選
者
表
彰
、
作
文
発

表
、
来
賓
あ
い
さ
つ
、
児
童
か
ら
交
通
指

導
員
・
警
察
官
へ
花
束
の
贈
呈
と
続
き
、

最
後
に
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
誓
う

「
大
会
宣
言
」
を
採
択
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
交
通
安
全
教
育
劇
「
犬
の
お

巡
り
さ
ん
」
が
上
演
さ
れ
、
交
通
安
全
の

意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　
《
功
労
表
彰
》
　
（
敬
称
略
）

鈴
木
全
央
（
神
通
灯
）
、
川
岸
守
（
安

穫
Ξ
、
大
高
十
四
元
（
六
美
灯
北
号

稲
垣
　
稔
（
ひ
ば
り
ケ
丘
　
）
、
福
田

柴
（
六
美
町
南
部
第
二
）
、
安
生
き
く

呈
宝
町
南
）
、
渡
逼
泰
子
（
安
塚
中
央
）
、

粂
川
正
枝
（
六
美
町
南
部
第
二
、
田
キ

ョ
シ
（
至
宝
灯
北
）
、
青
木
弘
子
（
下
表

灯
）
、
寺
内
敏
子
（
前
宿
往
、
越
路
治

美
（
釜
ケ
言
、
森
島
美
津
江
（
今
井
）
、

二
瓶
美
恵
子
（
上
表
町
）
、
鈴
木
千
代
子

福
葉
下
馬
杢
、
高
田
敏
子
（
神
通
町
）
、

長
志
津
子
（
馬
場
）
、
阿
久
津
幸
子
（
幸

町
四
丁
亘
、
小
平
富
子
（
岡
谷
外
港

玉
田
初
枝
（
至
宝
灯
樵
、
賀
長
よ
し
江

玉
町
）
、
大
森
八
重
（
泉
下
台
）

　
《
感
謝
状
》

荒
川
桂
一
　
（
上
新
町
）
、
青
木
茂
男

（
至
宝
灯
南
）
、
古
川
秀
明
（
栃
木
警
察

署
壬
生
交
番
）
、
阿
部
　
稔
（
栃
木
警

察
署
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
文
意

　
《
ポ
ス
タ
ー
》

☆
最
優
秀
賞
　
奥
村
哲
平
（
睦
小
１
年
）

落
合
後
見
（
羽
生
田
小
２
年
）
、
斎
藤

秋
（
睦
小
３
年
）
、
荒
川
茶
摘
（
壬
生

小
４
言
、
生
沼
朝
日
（
壬
生
小
５
言
、

高
山
　
歩
（
安
塚
小
６
言
、
池
田
直

規
（
壬
生
中
１
年
）
、
館
野
有
美
子

宝
生
中
２
年
）
、
大
粟
道
子
（
南
犬
飼

中
３
言

☆
優
秀
賞
　
荒
川
将
人
（
壬
生
小
１
年
）

篠
原
優
子
（
羽
生
田
小
１
年
）
、
大
短
期

子
（
壬
生
北
小
１
年
）
、
毛
塚
忠
実
盲

井
小
２
年
）
、
大
橋
千
奈
都
（
稲
葉
小
２

年
）
、
毛
塚
竜
也
（
壬
生
北
小
２
年
）
、

栗
原
賢
臣
（
壬
生
来
小
３
年
）
高
山
綾

平
宝
生
来
小
３
午
、
尾
能
麻
由
百

塚
小
３
圧
、
石
塚
　
聡
宝
生
小
４
年
）
、

早
乙
女
典
子
（
稲
葉
小
４
年
）
、
栗
原
幸

千
百
塚
小
４
年
）
、
青
柳
拓
也
百
塚

小
４
年
）
阿
久
津
友
希
（
藤
井
小
５
年
）

落
合
克
典
（
壬
生
来
小
５
年
）
足
助
真

由
美
（
稲
葉
小
５
年
）
、
青
本
心
吾
宝

生
小
６
年
）
、
阿
久
津
裕
子
（
稲
葉
小
６

年
）
、
野
口
昌
子
（
睦
小
６
年
）
村
上
貴

洋
（
壬
生
中
１
言
鰹
沼
香
織
（
南
犬

飼
中
１
年
）
、
中
村
数
美
（
南
犬
飼
中
１

年
）
、
渡
浪
友
理
子
（
南
犬
飼
中
２
年
）
、

中
高
庇
徳
（
南
犬
飼
中
２
年
）
、
蔑
葉
純

一
　
宝
生
中
２
年
）
田
中
麻
美
子
（
南

犬
飼
中
３
年
）
、
古
市
谷
知
美
（
壬
生
中

３
年
）
、
小
野
彩
子
（
壬
生
中
３
年
）

　
《
作
　
文
》

☆
最
優
秀
賞
　
小
滞
卓
也
（
壬
生
来
小

２
年
）
、
出
井
恵
理
（
壬
生
中
１
年
）

☆
優
秀
賞
　
山
口
祥
子
（
羽
生
田
小
―

争
、
染
谷
佐
世
（
壬
生
小
２
年
）
、
押

田
未
希
（
壬
生
来
小
３
年
）
、
鈴
木
綾

乃
（
稲
葉
小
４
年
）
、
玉
田
絵
里
奈

半
生
小
５
年
）
、
小
倉
悠
司
（
安
塚
小

６
年
）
、
的
場
幸
子
（
壬
生
中
２
年
）

※
大
会
の
席
上
発
表
さ
れ
た
最
優
秀
作

品
２
編
は
、
Ｐ
８
・
９
で
紹
介
し
ま
す
。

月
か
け
幼
稚
園
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
９
月
2
1

日
か
ら
3
0
日
ま
で
実
施
さ
れ
、
運
動
期

間
中
の
９
月
2
6
日
、
月
か
け
幼
稚
園
児

に
よ
る
交
通
安
全
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
道
行
く
人
に
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
安
全
運
動
期
間
中
は
、
町
内
各
地
で

街
頭
指
導
や
踏
切
安
全
指
導
、
ま
た
町

内
各
小
学
校
の
運
動
会
に
お
い
て
交
通

安
全
大
の
リ
レ
ー
や
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
る
な
ど
、
交
通
安
全
思
想
の
高
揚
が

園
ら
れ
ま
し
た
。

３

表
　
彰



平成９年度

申
込
期
間

平
成
８
年
Ｈ
月
１
目
玉
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
月
2
9
日
（
金
）

申
込
方
法

　
入
園
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
入
園

申
請
書
は
、
町
民
生
節
福
祉
課
お
よ
び

各
保
育
園
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

○保育園の所在地及び募集人数(H9.4.1付入園)

＝
を
募
集
し
ま

手
続
き
を
し
ｙ

入
園
基
準

　
就
学
前
の
お
子
さ
ん
で
、
両
親
お
よ

び
祖
父
母
が
、
仕
事
、
病
気
、
出
産
、

病
人
の
介
護
な
ど
の
理
由
で
、
昼
間
、

家
庭
で
保
育
で
き
な
い
場
合
な
ど
で
す
。

入
園
選
考

　
入
園
基
準
に
従
っ
て
、
保
育
の
必
要

性
の
高
い
順
か
ら
入
園
排
泄
を
し
ま
す
。

示
し
込
み
順
で
は
あ
り
ま
せ
言

J,保士育 涸　名、
二所在地二

ｒ　沁｀;　　%%g♂♂♂　｀｀l、

　　　　　　　､四にぷ、回電詰番号

募奮矢奮

公立
とおりまち保育園 迂回16-9 82-0330 23人

やすづか 呆育園 安塚1,179-1 86-0132 12人

いなば保育園 上稲葉935-2 82-1059 １８人

しもだい保育園 駅東町6-23 ８２-４８１５ 15人

すけがい保育園 肋谷1,165-3 86-0237 １５人

私立
壬生寺保育園 大師町11-16 ８２-０８１１ ６人

ありんこ保育園 壬生丁75-14 82-3137 Ｏ人

※上記以外に途中入園も受付します。随時、お問い合わせください。
㎜ 　 ㎜ 　 ㎜ 　 ㎜ 　 ㎜ 　 ＝ 　 ＝ 　 ＝ 　 ㎜ 　 ＝ 　 ＝ 　 ＝ 　 ＝ 　 ㎜

　 　 　 － 　 － 　 　 － 　 － 　 －　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 － 　 － 　 － 　 － 　 －

　 － 　 一

一 　 －

ｌ

ｋ
　ｌ
ｙ

ｌ
・

｜

｜

　　『子育て相談は吝保育園へ』

　保育園では、お子さんのしつけ、ことばに関する

ことなど、子育てに関する相談をお受けしています。

　お気軽にご相談ください。

　
入
園
決
定
』

　
申
請
書
に
基
づ
き
訓
告
の
う
え
、
来

年
２
月
下
旬
ご
ろ
保
護
者
に
通
知
し
ま

　
保
育
時
間

・
午
前
８
時
3
0
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

足
曜
日
は
、
午
後
Ｏ
時
3
0
分
ま
言

保
　
育
　
料

　
父
母
の
前
年
度
の
所
得
税
、
前
年
度

分
の
町
民
税
の
税
額
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。
（
祖
父
母
が
同
居
で
家
計
の
主
宰

者
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
祖
父
母
の
税

額
も
合
み
ま
す
）

　
　
特
別
保
育
の

　
　
　
実
施
に
つ
い
て

○
延
長
保
育

　
（
朝
）
午
前
７
時
か
ら
午
前
８
時
3
0
分

　
（
夕
）
午
後
５
時
か
ら
午
後
７
時

　
◇
保
育
の
条
件

　
　
　
状
況
を
調
査
し
、
必
要
と
認
め

　
　
ら
れ
た
場
合
。

　
◇
保
育
料

　
　
　
一
般
保
育
料
に
延
長
保
育
料
が

　
　
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
◇
実
施
の
条
件

　
　
　
各
保
育
園
で
一
定
数
以
上
の
希

　
　
猿
若
が
い
る
場
合
に
限
り
実
施
し

　
　
　
】

　
　
ま
す
。

○
障
害
児
保
育

　
　
心
身
に
障
害
が
あ
り
、
集
団
保
育

　
が
可
能
な
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し

　
ま
す
。

Ｏ
乳
児
保
育

　
　
産
休
明
け
の
乳
児
か
ら
お
預
か
り

　
し
ま
す
。

　
◇
実
施
保
育
園

　
　
・
壬
生
寺
保
育
園

　
　
・
あ
り
ん
こ
保
育
園

問
合
せ
先

・
町
民
生
部
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
�
8
2
－
１
２
３
４
内
線
１
１
３

４



　
中
表
灯
の
和
貝
ハ
ナ
さ
ん
と
至
宝
灯

北
の
本
村
ナ
カ
さ
ん
は
、
今
年
度
中
に

め
で
た
く
百
歳
を
迎
え
ら
れ
る
に
あ
た

り
、
橋
本
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
百
歳
の

お
祝
い
の
祝
状
と
記
念
の
銀
杯
が
贈
ら

れ
、
９
月
1
8
日
、
清
水
町
長
か
ら
伝
達

清
水
町
長
よ
り
百
歳
の
祝
状
の

伝
達
を
受
け
る
和
貝
さ
ん

木村ナカさん

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
百
歳
の

祝
状
と
銀
杯
が
贈
ら
れ
る
｝

さ
れ
ま
し
た
。

　
和
貝
さ
ん
は
、
百
歳
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
お
元
気
で
、
少
し
耳
が
遠
い
ほ
か

は
身
の
回
り
の
こ
と
は
す
べ
て
自
分
で

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
村
さ
ん
は
、

こ
の
日
少
し
体
調
を
崩
さ
れ
入
院
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
お
元
気
だ
そ

う
で
す
。

長
寿
を
祝
い
、
一
日
楽
し
く
過
ご
し
　
　
い
が
９
月
2
5
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
で

て
い
た
だ
こ
う
と
撰
例
の
敬
老
の
つ
ど

開
か
れ
ま
し
た
。

　
つ
ど
い
に
は
、
7
4
歳
以
上
の
方
が
招

待
さ
れ
、
式
典
と
演
芸
が
行
わ
れ
、
式

典
で
は
、
清
水
町
長
の
あ
い
さ
つ
、
粂

川
町
議
会
議
長
な
ど
の
祝
辞
の
後
、
壬

生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
の
中
村
栄

吉
さ
ん
よ
り
「
私
た
ち
も
健
康
に
気
を

つ
け
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
感
謝
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
式
典
の
後
、
昼
食
を
は
さ
み
な
が
ら

出
席
さ
れ
た
約
８
０
０
人
の
皆
さ
ん

は
、
浪
曲
や
落
語
、
漫
才
、
歌
謡
曲
な

ど
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

一

と

　
《
パ
ー
ト
や
内
職
な
ど
の
税
》

◇
パ
ー
ト
収
入

　
　
パ
ー
ト
収
入
は
通
常
給
与
所
得
に

　
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
パ
ー
ト

　
の
年
収
が
１
０
３
万
円
以
下
で
す
と

　
所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
配
偶

　
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◇
内
職
な
ど
の
収
入

　
　
内
職
な
ど
の
収
入
は
、
収
入
か
ら

　
必
要
経
費
を
差
し
引
い
た
残
り
が
事

　
業
所
得
ま
た
は
雑
所
得
に
な
り
ま
す
。

　
　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

　
す
る
方
は
、
必
要
経
費
と
し
て
6
5
万

　
円
（
収
入
全
額
が
限
度
）
を
差
し
引

　
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
①
家
内
労
働
者
、
外
交
員
、
集
金
人
、

　
電
力
量
計
の
検
針
員
な
ど
、
特
定
の

　
人
に
対
し
て
継
続
し
て
労
務
の
提
供

　
を
す
る
入

　
②
事
業
所
得
及
び
雑
所
得
の
必
要
経

　
費
と
給
与
所
得
の
収
入
金
額
の
合
計

　
が
6
5
万
円
に
満
た
な
い
人

　
　
し
た
が
っ
て
、
収
入
が
内
職
だ
け

　
の
場
合
に
は
パ
ー
ト
収
入
と
同
様
に

　
年
収
が
１
０
３
万
円
以
下
で
す
長
所

　
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
配
偶
者

　
控
除
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
《
配
偶
者
特
別
控
除
》

　
配
偶
者
特
別
控
除
は
納
税
者
本
人
の

合
計
所
得
が
１
、
０
０
０
万
円
（
給
与

年
収
で
約
１
、
２
３
１
万
円
）
を
超
え

る
年
に
つ
い
て
は
、
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　
控
除
額
は
配
偶
者
の
所
得
に
よ
っ
て

調
整
さ
れ
ま
す
が
、
最
高
額
は
3
8
万
円

で
す
。
こ
の
控
除
は
、
給
与
所
得
と
な

る
パ
ー
ト
収
入
で
あ
れ
ば
収
入
が
１
０

３
万
円
を
超
え
て
い
て
も
１
４
１
万
円

本
消
で
あ
れ
ば
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
《
奥
む
が
財
産
を

　
　
　
も
ら
っ
た
と
き
は
》

　
婚
姻
期
間
が
2
0
年
以
上
の
夫
婦
間
で

居
住
用
不
動
産
等
の
贈
与
が
行
わ
れ
た

場
合
に
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
と
き

に
は
、
贈
与
税
の
申
告
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
基
礎
控
除
の
6
0
万
円
の
ほ
か

に
最
高
２
、
０
０
０
万
円
ま
で
の
配
偶

者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
配
偶
者
控
除
は
、
同
じ
配
偶
者

間
に
お
い
て
一
生
に
コ
院
し
か
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
栃
木
税
務
署
（
�
2
2
－

０
８
８
５
）
　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

５



　
平
成
７
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
農
業

経
営
改
善
計
㈲
認
定
制
度
の
認
定
農
業

者
が
、
新
た
に
４
名
誕
生
し
９
月
2
6
日
、

役
場
会
議
室
に
お
い
て
認
定
書
の
授
与

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
町
の
「
農
業
経
営
基

盤
の
強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な

構
想
」
で
示
さ
れ
た
農
業
経
営
の
目
標

に
向
け
て
、
自
ら
の
創
意
と
工
夫
に
よ

り
経
営
規
模
の
拡
大
・
集
約
化
・
複
合

化
を
図
り
、
２
１
世
紀
に
向
け
た
農
業
経

営
を
目
指
す
方
を
、
関
係
機
開
か
地
域

の
将
来
に
わ
た
る
農
業
経
営
の
担
い
手

と
し
て
支
援
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
授
与
式
で
は
、
「
町
で
も
農
業
発
展

の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
支
援
を
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
が
町
の

農
業
振
興
の
た
め
に
活
躍
し
て
く
だ
さ

る
の
を
期
待
し
ま
す
」
と
、
清
水
町
長

か
ら
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
認
定
員
業
者
に
は
、
次
の
よ
う
な
支

援
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
農
用
地
の
利
用
集
積
の
支
援

②
農
業
生
産
法
人
出
資
育
成
事
業

③
税
制
上
の
特
例
（
農
業
用
機
械
・
施

　
設
等
の
割
増
償
却
）

④
融
資
面
の
配
慮
（
低
利
の
資
金
融
資
）

⑤
各
種
研
修
会
の
実
施

　
今
回
「
認
定
員
業
者
」
の
認
定
を
受

け
ら
れ
た
の
は
、
次
の
方
々
で
す
。

町
長
（
中
央
）
囲
む

　
認
足
芸
業
者
の
み
な
さ
ん

(敬称略)認定農業者一覧

氏　名 年齢 住　　　所
目標とする
営農類型

山野上三郎 48 壬生町大字福和田1585-4 きく

㈲高橋養探湯
高橋　正義

48 ク　　藤井1244-1 豚

㈲田中養豚場
田中　英男 47 ク　　国谷826 豚

石川　久夫 48 ク　　羽生田1677 豚

６

１整
備
さ
れ
た
圃
場

1
0
年
の
歳
月
を
か
け

国
谷
地
区
圃
場
整
備
事
業
が
完
成

　
唐
川
土
地
改
良
区
（
大
橋
義
雄
理
事

号
の
竣
工
記
念
碑
除
幕
式
並
び
に
竣

工
記
念
式
典
が
９
月
３
目
、
恵
川
橋
の

た
も
と
の
現
地
に
お
い
て
、
稲
見
県
農

務
高
枝
監
、
清
水
町
長
、
粂
川
町
議
会

議
長
、
佐
藤
県
議
な
ど
来
賓
多
数
が
出

席
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
、
近
代
的
な
農
業
経
営
の

実
現
に
ふ
さ
わ
し
い
生
産
基
盤
と
す
べ

く
、
昭
和
6
1
年
に
唐
川
土
地
改
良
区
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

設
立
、
県
営
圃
場
整
備
事
業
と
し
て
工

事
に
着
手
し
、
1
0
年
の
歳
月
を
要
し
事

業
の
竣
工
を
迎
え
ま
し
た
。

　
唐
川
土
地
改
良
区
は
、
町
の
中
心
部

に
位
置
し
、
同
地
区
は
犬
何
よ
り
の
用

水
も
無
く
、
上
流
部
は
天
然
木
に
て
数

箇
所
の
沼
よ
り
の
湧
き
水
利
用
で
あ
り

と

き

は

水

の

か

け

流

し

状

態

で

し

た

。

ま

た

、

田

は

不

正

彰

で

大

小

さ

ま

ざ

ま

で

出

入

り

の

道

も

無

く

、

作

業

能

率

の

低

下

な

ど

多

大

な

労

力

を

費

や

し

て

い

ま

し

た

。

　

こ

の

圃

場

整

備

事

業

に

よ

り

区

画

整

理

、

農

地

の

集

団

化

が

な

さ

れ

、

経

営

の

合

理

化

・

機

械

化

に

よ

る

生

産

性

の

向

上

が

図

ら

れ

、

近

代

的

な

農

業

が

行

わ

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。
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百

足

左

京

牛

黄

干
ば
っ
の
年
な
ど
は
、
田
植
え
が
遅
れ
　
　
○
期

滅
原
状
態
に
な
る
ほ
か
、
用
水
路
が
排

水
と
同
一
の
所
も
多
く
、
雨
量
の
多
い

間
　
昭
和
6
1
年
度
～

　
　
平
成
８
年
度
（
1
0
年
間
）

W

○
事
　
業

　
・
区
域
面
積

　
・
事
業
費

　
・
組
合
員
数

１
２
２
ｈ

Ｈ
憤
8
5
百
万
円

１
９
４
人

農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
制
度



収
入
役
に
毛
塚
重
徳
氏
を
ｍ
‥
任

　
　
定
例
議
会
で
７
名
の
方
が
決
ま
る

　
９
月
９
目
の
定
例
町
議
会
に
お
い
て
、

毛
塚
重
徳
氏
（
六
美
町
北
部
）
が
収
入

役
選
任
の
同
意
を
受
け
、
収
入
役
に
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
議
会
で
町
教
育
委
員
会
委

員
、
町
固
定
貢
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
も
選
任
さ
れ
、
さ
ら
に
、
町
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
の
選
挙
も
行
わ
れ
、
次

の
方
々
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

▽
収
入
役

▽
教
育
委
員

毛塚重徳氏小倉　武氏

(福和田　新任)

▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員松本徳郎氏

(万町　再任)

▽
選
挙
管
理
委
員

吉田忠雄氏

(城南　再任)

青木荘一氏

(下表町　再任)

　　　　　一一一一－--一一一一赤□羽根50年目のありがと号

共同募金10月１目～12月31目

ない

一緒に生きていく

Ｉ
　
。
１
１
　
。
１
　
１
．
ｊ
犬

娠
願
　
。
…
…

別
珊

早乙女雅一氏大場伸一氏
再任）(安塚二再任）(下町

　
栃
水
県
知
事
か
ら
９
月
2
0
日
付
で
、
　
第
１
種
住
居
地
域

平
成
８
年
地
価
調
査
基
準
地
の
標
準
価
　
　
○
至
宝
三
丁
目
4
8
番
2
5

格
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
至
宝
三
丁
目
４
番
６
号
」

　
こ
れ
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
３
、
７
０
０
円

い
て
、
県
知
事
が
７
月
１
日
を
基
準
日
　
　
○
中
央
町
３
２
７
番
３

と
し
て
調
査
を
実
施
し
た
も
の
で
す
。
　
　
　
「
中
央
町
２
番
1
5
号
」

こ
の
価
格
が
民
間
の
土
地
取
引
の
目
安
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
９
、
７
０
０
円

と
な
り
、
公
共
事
業
の
用
地
取
得
の
基
　
　
○
本
丸
一
丁
目
３
２
６
３
番
2
3
外
Ｉ
筆

準
と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
本
丸
一
丁
目
８
番
６
号
」

　
閲
覧
希
望
の
方
は
、
町
総
務
部
企
画
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
０
、
８
０
０
円

財
政
課
へ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
○
安
塚
字
宿
内
１
９
２
８
番
外
２
筆

◇
調
査
基
準
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
７
、
７
０
０
円

　
平
成
８
年
７
月
１
日
　
　
　
　
　
　
　
　
近
隣
商
業
地
域

◇
基
草
地
の
価
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
緑
町
二
丁
目
１
０
２
２
番
１
７
０

　
単
位
面
積
（
≒
ｍ
）
当
た
り
　
　
　
　
　
　
　
「
緑
町
二
丁
目
５
番
６
号
」

　
第
１
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
５
、
０
０
０
円

○
表
町
１
９
２
８
番
２
　
　
　
　
　
　
　
　
０
安
塚
字
市
原
１
０
０
６
番
５

　
　
「
表
町
址
七
４
６
号
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
、
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
５
６
、
６
０
０
円
　
　
工
業
専
用
地
域

○
落
合
一
丁
目
1
8
否
３
１
　
　
　
　
　
　
　
　
○
壬
生
乙
字
吾
妻
原
３
５
４
９
番
１

　
　
「
落
合
一
丁
目
1
8
番
習
万
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
６
、
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
８
０
、
５
０
０
円
　
　
市
街
化
調
整
区
域

　
第
１
種
低
層
住
居
専
用
地
域
　
　
　
○
羽
生
田
言
朋
川
原
り
乙
３
４
６
番
４
外
１
筆

○
壬
生
丁
字
六
美
１
１
７
番
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
８
、
３
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
７
６
、
０
０
０
円
　
　
○
国
谷
宝
前
畑
１
９
７
２
番
２

０
緑
町
一
丁
目
１
０
２
２
番
2
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
、
７
０
０
円

　
　
「
緑
町
一
丁
目
４
番
１
１
号
」
　
　
　
　
　
　
○
下
稲
葉
字
釜
ケ
渕
6
4
番
１
外
２
筆

フ



交
通
安
全
作
文

　
交
通
安
全
作
文
で
最
優
秀
賞
に
な
り
、
町
民
大
会
の
席
上

発
表
さ
れ
た
出
井
恵
理
さ
ん
（
壬
生
中
１
年
）
の
「
交
通
事

故
防
止
に
つ
い
て
」
と
小
渾
卓
也
く
ん
（
壬
生
東
小
２
年
）

の
「
じ
て
ん
車
の
の
り
方
で
考
え
た
こ
と
」
を
紹
介
し
ま
す
。

壬生中学校1年

　出丼恵理

　
み
な
さ
ん
は
交
通
事
故
に
あ
っ
た
こ

と
部
あ
り
ま
す
か
。
わ
た
し
は
、
あ
ま

り
大
き
な
事
故
は
な
か
っ
た
け
ど
、
小

学
５
年
生
の
と
き
、
友
達
と
遊
び
な
が

ら
帰
っ
て
い
て
、
ま
ち
部
っ
て
道
路
に

と
び
出
し
て
し
ま
い
、
ひ
か
れ
そ
う
に

な
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
は
、

そ
の
と
き
そ
の
自
動
車
に
乗
っ
て
い
た

入
部
、
学
校
に
電
話
を
し
て
き
て
あ
と

で
先
生
に
お
こ
ら
れ
た
ら
い
や
だ
な
あ

ぐ
ら
い
し
か
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
も
、
先
生
か
ら
お
こ
ら
れ
る
こ

と
も
な
く
、
わ
た
し
は
、
よ
か
っ
た
あ
。

自
動
車
に
乗
っ
て
い
た
人
は
や
さ
し
か
っ

た
ん
だ
あ
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
中

学
生
に
な
っ
た
今
、
よ
く
よ
く
考
え
て

み
る
と
、
わ
た
し
は
そ
の
と
き
、
も
う

少
し
で
命
を
お
と
す
と
こ
ろ
だ
っ
た
の

で
す
。
そ
の
こ
と
を
か
ん
が
え
る
と
ゾ
ッ

と
し
ま
す
。
き
っ
と
自
動
車
に
乗
っ
て

い
た
人
も
、
学
校
に
言
わ
な
く
て
も
、

わ
た
し
が
気
が
っ
い
て
、
こ
れ
か
ら
は
、

気
を
つ
け
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
思
っ
た

ん
だ
と
思
い
ま
す
。
な
の
に
わ
た
し
は
、

そ
の
と
き
お
こ
ら
れ
た
ら
い
や
だ
な
あ

と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
と

て
も
は
ず
か
し
い
で
す
。

　
自
動
車
社
会
が
進
む
に
つ
れ
て
、
交

通
事
故
も
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
自
動
車
と
い
う
と
て
も
便
利

な
乗
り
物
を
、
な
く
そ
う
な
ど
と
い
う

事
は
、
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

「
少
し
ぐ
ら
い
交
通
ル
ー
ル
を
守
ら
な

く
て
も
、
わ
た
し
だ
け
な
ら
い
い
や
。
」

と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
人
が
た
く

さ
ん
い
る
と
、
交
通
事
故
は
増
え
る
一

方
で
と
て
も
、
減
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

わ
た
し
も
、
「
わ
た
し
だ
け
な
ら
。
」
と

思
っ
て
い
た
一
人
で
し
た
。
わ
た
し
の

場
合
、
ま
だ
大
き
な
交
通
事
故
に
あ
わ

な
か
っ
た
か
ら
よ
か
っ
た
け
ど
、
も
し
、

こ
の
「
わ
た
し
だ
け
な
ら
。
」
と
い
う

気
持
ち
が
少
し
で
も
あ
っ
て
、
交
通
ル

ー
ル
を
守
ら
ず
、
命
を
お
と
し
て
し
ま

う
な
ん
て
こ
と
が
あ
っ
た
ら
。
こ
の
、

ほ
ん
の
少
し
の
考
え
で
、
自
分
の
将
来

の
夢
や
希
望
を
全
部
な
く
し
て
し
ま
っ

て
、
自
分
の
一
生
が
変
わ
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。
で
も
、
あ
ま
り
む
ず
か
し
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
交
通
ル
ー
ル

を
守
れ
ば
い
い
ん
で
す
。
し
か
し
、
こ

ん
な
簡
単
な
こ
と
が
で
き
な
い
人
も
、

こ
の
世
の
中
に
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

こ
う
し
た
人
を
見
か
け
た
ら
、
勇
気
を

だ
し
て
、
注
意
を
す
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
。
こ
ん
な
一
人
の
勇
気
は
小
さ
い

け
れ
ど
、
こ
の
世
界
中
の
人
々
み
ん
な

の
勇
気
を
合
わ
せ
て
、
注
意
し
あ
っ
て
、

よ
り
安
全
で
、
平
和
な
世
界
に
み
ん
な

で
し
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
ま
ず
、
一
人
一
人
の
心
が
け

が
、
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
も
、

そ
の
「
一
人
一
人
」
の
う
ち
の
一
人
と

し
て
、
気
を
つ
け
た
い
で
す
。

－ 一 一 一 一 －
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郷
土
の
人
々

「
近
世
壬
生
の
画
人
た
ち
」
（
六
）

　
　
　
福
田
掌
陰
（
ふ
く
だ
　
と
う
い
ん
）

　
　
　
　
　
１
８
２
７
年
（
文
化
１
０
）
～
１
８
６
８
年
（
慶
応
４
）

　
字
は
和
重
郎
と
い
い
、
常
陰
、
常
斎

な
ど
と
号
し
ま
し
た
。
文
歌
1
0
年
西
方

村
冗
（
旧
壬
生
藩
鎖
）
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
福
田
家
の
家
伝
に
よ
る
と
、
代
々

千
生
藩
の
家
臣
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す

が
、
そ
の
裏
付
け
と
な
る
資
料
も
な
く

詳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
絵
は
、
壬
生
藩
家
老
の
高
須
甘
常
に

師
事
し
ま
し
た
が
、
本
陣
の
松
本
甘
眺

よ
り
も
、
年
齢
が
1
5
歳
下
で
あ
り
ま
す

　
か
ら
、
黒
予
察
林
な
ど
と
と
も
に
先
輩

・
格
の
甘
眺
サ
ロ
ン
の
グ
ル
ー
プ
の
言
貝

一
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
　
画
人
と
し
て
の
甘
眺
の
と
こ
ろ
は
、

毎
に
文
人
墨
客
の
集
会
所
で
、
江
戸
に

一
お
け
る
谷
文
兄
の
写
山
稜
と
同
じ
よ
う

・
な
雰
囲
気
で
す
か
ら
、
大
い
に
学
ぶ
も

　
の
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
察
陰
も
甘
察
門
下
と
し
て
、
描
画
の

習
練
は
基
本
的
に
狩
野
沢
様
式
で
、
そ

の
展
開
は
全
く
同
じ
よ
う
で
す
が
、
全

国
的
に
波
及
し
た
長
崎
派
「
沈
南
頭
系
」

の
写
生
体
の
徹
底
し
た
表
現
か
ら
、
全

く
異
質
の
南
面
様
式
に
も
強
く
意
識
が
Ｉ

働
い
た
よ
う
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
通
俗
化
し
た
概
念
的
な
様

式
を
、
少
な
く
と
も
認
識
し
な
が
ら
、

密
度
の
高
い
風
格
を
み
せ
て
い
る
と
こ

ろ
に
、
衆
院
の
姿
を
感
じ
と
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
西
方
村
は
壬
生
薄
謝
員
の
］

平
出
香
料
の
生
地
で
も
あ
り
ま
す
し
、

そ
う
し
た
環
境
が
案
陰
と
い
う
画
人
を

生
ん
だ
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
画
才
に
恵
ま
れ
、
こ
れ
か
ら
と
い
う

特
に
、
4
0
金
成
で
他
界
し
た
の
は
借
し

ま
れ
ま
す
。
案
陰
は
慶
応
４
年
８
月
2
4

日
に
怒
威
で
没
し
ま
し
た
。

　
菩
提
寺
は
西
方
町
・
実
相
寺
。

　
法
名
は
、
福
翁
有
徳
信
士

　
次
回
は
、
黒
子
案
林
で
す
。

(花鳥図)

一 一 ･

８



壬生東小学校２年

小潭卓也

　
ぼ
く
は
、
二
年
生
だ
か
ら
、
ま
だ
じ

て
ん
車
で
ど
う
ろ
を
一
人
で
は
、
は
し

れ
ま
せ
ん
。
早
く
、
じ
て
ん
車
に
の
れ

る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
で
も
、
お
か
あ
さ
ん
の
車
の
う
し
ろ

に
の
る
と
、
と
き
ど
き
、
と
て
も
あ
ぶ

な
い
じ
て
ん
車
の
り
を
し
て
い
る
人
た

ち
を
見
ま
す
。

　
こ
の
あ
い
だ
、
国
谷
の
え
き
ま
え
ど

お
り
を
、
お
か
あ
さ
ん
と
車
に
の
っ
て

と
お
っ
て
い
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
中

学
生
が
じ
て
ん
車
で
、
ど
う
ろ
に
と
び

出
し
ま
し
た
。
お
か
あ
さ
ん
が
キ
ー
ッ

と
き
ゅ
う
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
お
で
こ
を
ぶ
つ
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。
も
う
少
し
で
、
こ
う
つ
う
じ

こ
に
な
る
と
こ
ろ
で
こ
わ
か
っ
た
で
ず
。

も
し
、
じ
こ
に
な
っ
て
い
た
ら
中
学
生

も
い
た
い
思
い
を
す
る
し
お
母
さ
ん
も

い
や
な
思
い
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
こ
に
な
ら
な
く
て
本
当
に
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
う
っ

う
ル
ー
ル
は
、
き
ち
ん
と
ま
も
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
お
と
と
い
は
、
お
う
だ
ん
ほ
ど
う
を
、

お
か
あ
さ
ん
と
小
さ
な
子
が
じ
て
ん
車

に
の
っ
て
わ
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

か
け
ま
し
た
。
お
か
あ
さ
ん
が
さ
き
で
、

子
ど
も
が
、
な
き
な
が
ら
あ
と
を
つ
い

て
は
し
っ
て
い
き
ま
し
た
。
あ
わ
て
て

こ
ろ
ん
だ
ら
ひ
か
れ
て
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
お
か
あ
さ
ん
は
、
子
ど

も
の
あ
と
が
ら
、
お
う
だ
ん
ほ
ど
う
を

わ
た
っ
て
あ
げ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
な

と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
か
い
も
の
ぶ
く
ろ
を
い
っ

ぱ
い
も
っ
て
、
ふ
ら
ふ
ら
と
じ
て
ん
車

に
の
っ
て
い
る
人
も
よ
く
見
か
け
ま
す
。

に
も
っ
か
お
も
く
て
、
ハ
ン
ド
ル
が
も

ち
に
く
そ
う
で
す
。
お
も
い
に
も
つ
は
、

う
し
ろ
に
つ
め
ば
い
い
の
に
な
あ
、
と

思
い
ま
す
。

　
夕
が
た
、
大
を
さ
ん
ぽ
し
な
が
ら
、

じ
て
ん
車
に
の
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

大
が
き
ゅ
う
に
へ
ん
な
ほ
う
こ
う
に
は

し
っ
た
ら
、
と
て
も
き
け
ん
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
ぽ
く
ぐ
ら
い
の
子
が
、

お
兄
さ
ん
の
大
き
な
じ
て
ん
車
に
の
っ

て
い
た
の
を
見
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

足
が
址
め
ん
に
つ
か
な
く
て
こ
ろ
び
そ

う
で
し
た
。
大
き
す
ぎ
る
じ
て
ん
車
は
、

う
ん
て
ん
す
る
の
が
む
ず
か
し
い
し
、

き
け
ん
で
す
。
だ
か
ら
ぼ
く
は
、
お
父

さ
ん
の
じ
て
ん
車
に
は
の
ろ
う
と
思
い

ま
せ
ん
。

　
じ
て
ん
車
に
の
れ
る
人
は
た
く
さ
ん

い
る
け
れ
ど
、
じ
て
ん
車
の
の
り
方
が

う
ま
い
人
は
、
少
な
い
か
も
し
れ
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
き
の
う
久
し
ぶ
り
に
、
に
わ
で
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
の
ろ
う
と
し
た
ら
、

空
気
が
ぬ
け
て
い
ま
し
た
。
し
ら
な
い

で
道
ろ
に
出
て
パ
ン
ク
し
て
こ
ろ
ん
だ

ら
、
こ
こ
に
あ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
ぼ
く
は
、
こ
う
っ
う
じ
こ
に
あ
う
と

い
た
い
し
、
に
ゅ
う
い
ん
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
そ
れ
に
、
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
や
先
生
や
お
友
だ
ち
に
心
配

か
け
る
の
で
、
交
つ
う
じ
こ
に
あ
い
た

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
道
ろ
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も

ま
じ
め
な
気
も
ち
で
、
自
分
の
目
や
耳

で
あ
ぶ
な
く
な
い
か
を
ち
ゃ
ん
と
た
し

か
め
て
の
り
た
い
で
す
。
点
け
ん
も
き

ち
ん
と
し
て
安
全
う
ん
て
ん
で
の
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
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過
去
に
発
生
し
た
址
震
に
よ
る
火
災

の
な
か
に
は
、
家
を
留
守
に
し
て
い
た

た
め
に
初
期
消
火
が
で
き
ず
、
被
害
に

遭
っ
て
し
ま
っ
た
ケ

ー

ス
が
あ
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
買
い
物
な
ど
に
出
か
け
よ
う

と
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
つ
け
っ
　
・

‘

り

ぱ
な
し
に
し
て
い
た
た
め
に
起

た

き
て
し
ま
っ
た
火
災
で
す
が
、

汪

こ
こ
で
は
、
留
守
宅
に
起
き
た

‘
ｙ
ｌ

火
災
の
初
期
消
火
の
方
法
を
ご
　
が

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
ア
　
砂
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斤
’
一
　

パ

ー
ト
の
よ
う
に
部
屋
の
面
積
、

・
Ｊ
／

が
少
な
く
、
ド
ア
や
窓
な
ど
外
　
弛

・ ｙ

部
へ
の
通
路
の
少
な
い
、
い
わ
　
Ｊ
湧

ゆ
る
ご
苛
閉
度
の
高
い

“

部
屋

・
・

胆
い

に
適
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

｡
‐

?
t

7

　
近
隣
の
部
屋
で
火
災
が
発
生

‘
・ Ｗ

狂

し
た
と
し
ま
す
。
家
人
は
留
守
で
す
か

ら
、
外
か
ら
火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
て

も
当
然
応
答
は
あ
り
ま
せ
ん
。
第
一
発

見
者
は
消
防
機
関
に
連
絡
す
る
と
と
も

に
、
近
所
の
人
へ
応
援
を
呼
び
か
け
、

あ
り
っ
た
け
の
粉
末
消
火
器
を
用
意
し

ま
す
。

　
最
近
の
ド
ア
に
は
た
い
て
い
郵
便
や

新
聞
受
け
の
差
し
込
み
口
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
そ
こ
か
ら
ノ
ズ
ル
を
差
し
込
ん

で
勢
い
よ
く
粉
末
を
流
し
込
み
ま
す
。

差
し
込
み
口
が
な
け
れ
ば
、
廊
下
鞘
の

窓
ガ
ラ
ス
に
小
さ
な
穴
を
あ
け
、
そ
こ

か
ら
ノ
ズ
ル
を
入
れ
る
と
い
う
方
法
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
注
意
し
た
い
の

は
ガ
ラ
ス
窓
を
全
部
割
っ
て
し
ま
わ
な

い
こ
と
。
空
気
が
部
屋
に
入
り
込
み
、

か
え
っ
て
火
の
勢
い
を
強
め
て
し
ま
い

ま
す
。

　
一
本
の
消
火
器
が
終
わ
っ
た
ら
続
い

て
一
本
と
い
う
よ
う
に
継
続
的
に
行
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
に
、
あ
る
程
度
火
の

勢
い
は
弱
ま
る
は
ず
で
す
。
最
後
は
部

屋
を
強
制
開
放
し
、
残
り
火
が
あ
れ
ば

水
な
ど
で
消
火
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
緊
急
時
に
行
う
ま
れ
な
ケ

ー
ス
で
す
が
、
覚
え
て
お
い
て
損
の
な

い
消
火
方
法
の
一
つ
で
す
。

９



い応1

　
　
（
私
は
、
サ
ツ
キ
の
手
入
れ
、
妻
は

庭
な
ど
の
草
取
り
な
ど
で
、
適
当
に
体

を
勣
か
し
て
い
る
の
が
健
康
の
秘
訣
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

W

も
知
れ
ま
せ
ん
ね
」
と
い
う
篠
原
さ
ん

ご
夫
妻
。

　
順
作
さ
ん
は
、
昭
和
６
年
に
南
犬
飼

密達者　　ソ

カッフル加

安塚二
篠原 順　作さん(ワ９)

モト子さん(ワ４)夫妻

青
春
ス
ケ

ヴ
チ
緋

いろんな所を自分の目で見たい

　　　　　　緑町一丁目　　伏本　智美さん

　　「壬生に越してきて２年目です」という智美さん。

　趣味でパッチワークを習っていますが、ようや

く時間的にも余裕が持てるようになったので、タ

ペトリーやテーブルクロスなどの大きな作品にも

チャレンジしてみたいとのこと。

　旅行も好きという智美さん。先月、北海道を旅

行され、来年にはハワイ旅行を計画されているそ

うで、「これからもいろんな所を自分の目で見てき

たいですね」と笑顔で答えてくれました。

壬生来小学校６年

　　中　川　佐　苗

希
千
言

壬生束小学校６年

　　根　岸　磨　与

礁
◎
⑩
昌

10



ふ才|しお
車
塚
自
治
会
敬
老
会
の
よ
う
す

尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
実
家
で

農
業
に
従
事
。
鹿
沼
市
生
ま
れ
で
、
昭

和
Ｈ
年
に
南
押
原
尋
常
高
等
小
学
校
を

卒
業
し
、
実
家
で
農
業
の
手
伝
い
を
し

て
い
た
モ
ト
子
さ
ん
と
、
昭
和
１
８
年
２

月
に
結
婚
、
途
中
召
集
な
ど
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
が
、
お
Ｉ
犬
で
米
、
麦
、
干

ぴ
ょ
う
な
ど
を
中
心
に
農
業
一
筋
で
歩

ん
で
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
順
作
さ
ん
の
趣
味
は
サ
ツ
キ
の
手
入

れ
、
広
い
屋
敷
内
に
植
え
ら
れ
た
敷
百

本
の
サ
ツ
キ
を
す
べ
て
手
入
れ
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
モ
ト
子
さ
ん
は
、
家
庭
菜
園
で
野
菜

づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
ら
れ
、
季
節
ご

と
の
野
菜
を
作
り
、
自
宅
で
食
べ
る
野

配

、

菜
は
す
べ
て
賄
っ
て
い
る
ほ
か
、
分
家

し
た
子
ど
も
さ
ん
た
ち
に
も
配
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
お
二
人
の
楽
し
み
は
と
尋
ね
ま
す

と
、
「
お
正
月
、
お
盆
、
・
父
の
日
、
母

の
日
な
ど
に
子
ど
も
た
ち
や
孫
た
ち
が

遊
び
に
来
て
く
れ
る
の
が
、
一
番
楽
し

い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
考
　
．
・

ゴ

車
塚
自
治
会
敬
老
会

卵
子
ハ
ー
ー
゛
』
ヽ
・

ド
万
　
き
］
、
］
｀
゛

（

心
の
汪
‐
央
酉
リ
と
の

　
　
　
　
　
　
　
六
〉
〈
筈
潟
友
尨
吽
の
フ
（
｀

　
車
塚
自
治
会
（
大
粟
宗
二
会
長
）
の
　
　
　
当
日
は
、
自
治
会
の
役
員
さ
ん
や
婦

恒
例
行
事
で
あ
る
敬
老
会
が
９
月
８
　
　
入
部
の
人
た
ち
が
準
備
に
あ
た
り
、
元

日
、
車
塚
公
民
館
で
行
わ
れ
、
自
治
会
　
　
事
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら

内
の
7
0
膜
以
上
の
お
年
寄
り
2
9
名
が
招
　
　
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
楽
し
い
ひ
と
と
き

待
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
敬
老
会
は
、
長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
、

地
域
内
の
お
年
寄
り
と
の
交
流
を
深
め

よ
う
と
1
5
年
ほ
ど
前
か
ら
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

チピッ子アルハム

(県営壬生住宅)

しょうた
翔太ち匹（１歳）

　　（父）清水　勝さん

　　（母）ク　麻美さん

お母さんから一言

(落　合)

ゆうた
裕太ちゃん（１歳）

　　（父）渡辺　修二さん

　　（母）ク　春巳さん

お母さんから一言

みんなから愛される子になってね。元気で優しい子になってね。

「チビッ子アルバム」に出てくれるお子さんを募集しています。ご希望の方は、写真に簡単なメッセージを添えて

　町企画財政課広報広聴係（�８２－１２３４　内線212）までお送りください。11
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　競技を通して、安全運転の向上と交通ルールの知識をさら

に高めあい、交通安全意識の高揚を図る第17回栃木地区女性

ドライバー安全運転競技大会が９月２日、栃木市の栃木自動

車教習所で開かれ、栃木市、壬生町など１市４町から11チー

ム(ＡＴ・ＭＴ車各１名の２名１組)が出場して行われました。

　本町からは、７月12日の町大会で上位人賞した町女

性ドライバークラブ（人見イハ会長）の２チームが出

場、団体の部で１、２位を独占するほか、個人の部で

るなど、すばらしい成績をおさめました。

優　勝　壬生町女性ドライバークラブＢ〔越路治美

　　　　　（ＭＴ）大橋葉子（ＡＴ）〕

準優勝　壬生町女性ドライバークラブＡ〔米倉恭子

　　　　　（ＭＴ）五障裕子（ＡＴ）〕

《個人の部》

ＯＡＴ車の部

優　勝　石滞裕千

早優勝　大橋葉子

ＯＭＴ車の部

優　勝　越路治美

　
常
楽
寺
で
は
、
９
月
2
0
日
か
ら
2
6
日

ま
で
当
寺
の
寺
宝
館
で
寺
所
蔵
の
壬
生

城
主
鳥
居
室
に
縁
の
資
料
を
公
開
し
た

「
壬
生
城
主
鳥
居
室
有
料
展
」
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
資
料
展
に
は
、
室
康
よ
り
拝
領
し
た

鳥
居
家
伝
来
の
「
永
楽
銭
蒔
絵
鞍
」
や

４
代
将
軍
室
綱
よ
り
の
領
知
目
録
、
忠

宝
公
の
陣
羽
織
な
ど
約
5
0
点
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
公
開
に
先
立
ち
９
月
８

日
に
は
、
鳥
居
室
1
7
代
目
の
鳥
居
明
さ

ん
ご
夫
妻
（
鎌
倉
市
在
住
）
も
訪
れ
。

　
　
　
｝

住
職
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
展
示
さ
れ

た
資
料
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

資
料
展
を
ご
覧
に
な
る
鳥
居
明
ご
夫
妻

12

県
研
修
会
で
活
動
状
況
を
発
表

　
　
　
　
　
　
　
　
町
体
育
指
導
委
員
会

　
平
成
８
年
度
栃
木
県
体
育
指
導
委
員

研
修
会
が
８
月
2
6
日
、
宇
都
宮
市
の
県

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
壬
生

町
体
育
指
導
委
員
会
（
鈴
木
正
浩
会
意

が
、
壬
生
町
の
体
育
指
導
委
員
活
動
状

況
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
に
は
、
県
内
の
体
育
指
導
委

員
約
２
７
０
名
が
参
加
、
午
前
中
に
武

蔵
丘
短
期
大
学
教
授
の
水
上
和
夫
氏
の

「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
と
体

育
指
導
委
員
の
役
割
」
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
、
午
後
は
３
分
科
会
に
分
か

れ
、
事
例
発
表
と
研
究
協
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
壬
生
町
は
、
第
２
分
科
会
に
属
し
、

町
体
育
指
導
委
員
会
中
高
義
家
副
会
長

が
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
体
育
指
導
委
員

の
役
割
」
と
題
し
て
、
町
の
産
業
・
観

光
な
ど
を
Ｏ
Ｈ
Ｐ
や
ス
ラ
イ
ド
を
交
え

な
が
ら
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
状

況
を
発
表
、
そ
の
後
、
発
表
に
対
す
る

質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
、
熱
心
な
研
究

協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
斎
藤
操
県
体
育
指
導
委
員

会
会
長
か
ら
「
県
民
子
犬
ス
ポ
ー
ツ

運
動
の
推
進
と
普
及
に
努
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
の
お
願
い
が
あ
り
閉
幕

し
ま
し
た
。

優
勝
の
壬
生
中
男
子
バ
レ
ー
部

漂
凛
凛
濤
濤
沿
浦
浦
濯
』

　
壬
生
中
学
校
（
男
子
）
が
見
事
優
勝

　
栃
木
県
中
学
校
体
育
連
盟
主
催
の
平
　
　
憾
な
く
発
揮
し
、
す
べ
て
の
試
合
に
ス

成
８
年
度
栃
木
県
中
学
校
総
合
体
育
犬
　
　
ト
レ
ー
ド
勝
ち
を
お
さ
め
る
な
ど
、
３

会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
犬
合
が
７
月
2
9
・
3
0
　
　
勝
Ｏ
敗
の
成
績
で
見
事
優
勝
を
飾
り
ま

目
の
両
目
、
河
内
町
体
育
館
で
行
わ
れ
、
　
し
た
。

県
内
の
2
7
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
展
開
し
ま
　
　
　
な
お
、
優
勝
し
た
壬
生
中
バ
レ
ー
ボ

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
ル
部
は
、
８
月
９
・
1
0
目
に
行
わ
れ

　
本
町
か
ら
出
場
し
た
壬
生
中
男
子
バ
　
　
た
第
３
１
回
関
東
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
１
・
２
回
戦
を
危
　
　
大
会
に
お
い
て
も
見
事
な
活
躍
を
み
せ

な
け
な
く
勝
ち
進
み
、
決
勝
リ
ー
グ
に
　
　
ま
し
た
。

お
い
て
も
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）



８
分
に
１

-

ど
こ
か
７
ヽ
火
災
が
起
き
て
い
ま
す

４
ｙ
今
４
ｆ
今
４
ｊ
・
’
４
・
４
’
Ｊ

平
成
７
年
１
年
間
に
発
生
し
た
火
災
は
全
国
で
約
６
万
２
　
　
　
］

千
９
百
件
。
お
よ
そ
８
分
に
１
回
、
全
国
の
ど
こ
か
で
火
事

が
起
き
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
番
多
い
の
は

　
　
　
　
タ
バ
コ
に
よ
る
死
者

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
を
発
火
原

因
別
に
み
る
と
、
タ
バ
コ
が
一
番
多
く
、

次
い
で
暖
房
器
具
、
調
理
器
具
と
続
き

ま
す
。
住
宅
防
火
の
た
め
に
、
次
の
よ

う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

- - ヽ ･ ヽ

町
内
小
・
中
学
校
音

　
　
鳥
居
恍
賞
″

　
壬
生
町
小
・
中
学
校
音
楽
祭
が
９
月

６
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、

町
内
小
・
中
学
校
1
0
校
が
参
加
し
て
、

合
唱
・
合
奏
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
新
た
に
郷
土
の
誇
る
文
化
人

「
箱
根
ハ
里
」
の
作
詞
家
・
鳥
居
　
詫

没
後
8
0
年
を
記
念
し
て
、
ご
子
孫
の
鳥

居
誠
一
郎
・
恭
子
（
東
京
都
在
往
）
ご

夫
妻
よ
り
鳥
居
　
詫
賞
が
町
教
育
委
員

会
へ
寄
贈
さ
れ
、
当
日
の
優
秀
校
壬
生

小
学
校
並
び
に
壬
生
中
学
校
へ
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

①
寝
タ
バ
コ
の
厳
禁

　
最
も
多
い
住
宅
火
災
の
発
大
原
は
タ

バ
コ
で
す
。

　
特
に
寝
タ
バ
コ
が
原
因
の
火
災
で
死

者
が
出
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
就
寝
前
に

る

枕
賞
を
手
渡
す
鳥
居
誠
一

　
　
　
）

布
団
の
中
で
一
服
は
と
て
も
危
険
で
す
。

②
台
所
を
離
れ
る
と
き
は

　
　
　
　
火
を
止
め
る

　
死
者
が
出
る
ほ
ど
の
大
火
事
は
深
夜

に
多
い
の
で
す
が
、
火
事
が
最
も
多
発

す
る
の
は
晩
ご
は
ん
を
準
備
す
る
夕
方

か
ら
午
後
８
時
に
か
け
て
の
時
間
帯
。

電
話
や
来
客
で
、
テ
ン
プ
ラ
な
べ
な
ど

を
火
に
か
け
た
ま
ま
台
所
を
離
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
年
に
一
度
は
プ
ラ
グ
の

　
　
　
　
　
　
チ
ェ
ッ
ク
を

　
冷
蔵
庫
な
ど
電
気
製
品
の
プ
ラ
グ
を

ず
っ
と
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
た
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
長
い
間
に
は
こ
り
が
た

ま
り
、
そ
こ
に
水
分
が
っ
く
と
電
気
が

シ
ョ
ー
ト
し
て
火
事
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
タ
コ
足
配
線
や
電
気
コ
ー
ド
を
束

ね
て
使
う
の
も
危
険
で
す
。

1 ｀

i

文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
　
歌

吊
り
て
や
れ
ば
子
ら
敦
れ
て
眠
り
た

る
思
い
出
の
あ
る
蚊
帳
捨
て
難
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
子

目
薬
に
飲
み
ぐ
す
り
は
た
貼
り
薬

医
薬
に
た
よ
る
く
ら
し
の
続
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
　
節
子

の
ん
び
り
と
牧
草
を
食
む
牛
の
群

小
さ
き
は
今
年
生
れ
し
な
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
原
　
マ
サ

う
ら
庭
の
茄
子
も
ト
マ
ト
も
終
り
た

り
庸
の
爪
だ
け
花
咲
か
せ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
ハ
ナ

俳

句

つ
り
橋
に
少
女
揺
れ
お
り
状
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
淑
子

未
完
の
句
ば
か
り
の
手
帖
秋
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
粂
川
　
正
柱

状
咲
い
て
深
き
え
く
ぼ
の
乙
女
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
沢
　
ツ
ヤ

抱
き
ぐ
せ
を
つ
け
て
し
ま
い
ぬ
花
野

道
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
香
代
子

13
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◇動物に関する相談は

･動物愛護指導センター9028－684－5458

・町民生部保健課環境公害係�８２－１２３４内線109

一 一 一 一

ご近所から好かれるために

飼い主としての収びけ!
●回りに迷惑や危害を及ぼさない心くばりとしつけが大切です。

●ご近所の人すべてが、犬・ねこ好きの方とは限りません。

　そんな方々からも理解の得られるよう、責任をもっで飼いましょう。

●本能、習性や生理をよく理解し、家族の一員として'終生飼育しましょ
　う。

■犬はつないで飼いましょう！

　犬の放し飼いは、条例で禁止されています。

　散歩させる時も、引き綱などでつないでしましょう。

■犬の登録と狂犬病予防注射を受けさせましよう

　『鑑札・注射済票は迷子札』になります。

　必ず犬の首輪などに付けましょう。

■排泄のしつけをしましょう！

　排便（尿）は専用トイレ等決まった場所でさせましょう

－
－

　　　　　　　　　＝・　　・　ｗ･■-．Ｉ　、･一f/・w･之fWﾐ〃jlfl
･一ｈttp://www．ノＯ

散歩中『ふん』をした時は、必ず持ち帰り処分しましよう。

‾‾‾‾‾^蓋‾‾‾‾‾ぷ‾1

　亜　奇j

　　万

特

付
　
社
会
福
祉
協
議
言

言
数
字
は
寄
付
回
数
）

14

………:まｻﾞぢのｿﾞう……ご’Iき（111にj1万

　　　　　　10月１日現在

　総人口40,004人（△５）

　　男　　19,694人　（△.3）.

　　女　20j!O人ﾚﾉ（△を卜，

世帯数li,448世帯ﾚ･（　６）

　　　　　（　）内は前月比

●
国
民
健
康
保
険
税
（
５
期
）

　
　
　
　
　
（
納
期
限
１
２
月
２
日
）

●
国
民
年
金
（
１
１
月
分
）

　
　
　
　
　
（
納
期
限
ｎ
‥
月
2
9
日
）

納
期
限
間
際
は
、
納
付
窓
口
が

大
変
込
み
合
い
ま
す
。
早
め
に

納
付
し
ま
し
ょ
う
。

月
の

合
２
万
２
千
３
８
５
円
①

　
　
　
　
　
壬
生
町
商
工
令
姉
入
部
縁

合
１
０
０
万
円
①
　
（
株
）
ユ
ー
ユ
ー
縁

合
５
千
円
①

　
　
　
七
万
雷
ら
午
ハ
入
谷
婦
人
高
禄

金
７
千
円
⑤

金
３
千
円
②

金
７
千
円
①

金
３
千
円
①

金
３
千
円
①

金
３
千
円
②

金
３
千
円
③

金
３
千
円
①

県
歌
謡
協
会
県
南
支
部
様

　
　
　
　
渡
部
　
和
平
様

　
　
　
　
渡
部
あ
や
子
様

　
　
　
　
稲
田
　
光
義
様

　
　
　
　
稲
円
　
芳
枝
様

　
　
　
　
椎
野
　
朝
子
様

　
　
　
　
野
口
百
合
子
椎

　
　
　
　
小
林
　
螢
　
様

　
　
　
　
小
林
　
久
子
様
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